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緑釉陶器椀(京都洛北窯産)902区 土器群出土

緑釉陶器椀(京都洛西窯産)同 上出土

緑釉陶器椀 (近江系)同 上出土
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白磁椀 901区 P-16出土

灰釉陶器長頸瓶 902区 土器群出土

畠

緑釉陶器脚部 90-3区包含層出土

珍

緑釉陶器(東海系)

902区包含層出土

緑釉陶器椀(京都洛北窯産)901区 包含層出土

緑釉陶器椀 (京都洛西窯産)902区 井戸1出土

石製帯飾り 902区包含層出土
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高柳遺跡は、今回の府営高柳住宅の建て替え工事に伴う発掘調査で発見された遺跡です。

2年度にわたって行われた発掘調査によって、平安時代の集落跡が見つかりました。出土遺

物には、自磁椀や緑釉・灰釉陶器といった高級な土器が多く見られ、この地にすんでいた人

が、かなり有力な人物であることがわかりました。

今回の調査で得られた成果は、寝屋川市あるいは北河内地域の歴史の解明に役立つのみな

らず、畿内地域の平安時代の集落を考えるうえで極めて重要な資料を提供するものといえま

す。この報告書は、発掘調査の概要をまとめたものですが、本書が郷上の歴史と文化を明ら

かにする基礎資料となり、文化財に対する理解を深める一助となれば望外のよろこびです。

遺跡の所在する寝屋川市の西部は、埋蔵文化財が地中深く埋もれていたために、遺跡の有

無についても不明な点が多かった地域ですが、最近の発掘調査によって、遺跡の存在が少し

ずつわかってきました。こうした遺跡は、今回調査しました高柳遺跡のように遺跡の保存状

況が極めて良好で、当時の人々の生活の復元に重要な資料を提供してくれます。寝屋川市教

育委員会では、私達の祖先が残 し、あるいは伝えてきた埋蔵文化財をはじめとする市内の文

化財の保存をはかっていく所存ですので、今後とも本市の文化財保護行政に御理解 。御協力

賜わりますようお願い申し上げます。

最後になりましたが、調査の実施にあたりまして御協力を賜わりました大阪府建築部住宅

建設課 。大阪府教育委員会文化財保護課をはじめ関係機関・関係各位には、厚 くお礼申し上

げますとともに、記録的な猛暑や厳しい寒さの中で発掘調査に携わった方々に深 く感謝の意

を表します。

平成 3年 3月

寝屋川市教育委員会

教育長  今 道 昭 次
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1.本書は、寝屋川市高柳 2丁 目390番地に所在する大阪府営高柳住宅の第 1期建て替え工

事にともなって実施した発掘調査事業の概要報告書である。

2.調査は、大阪府建築部の委託により、平成元年度および平成 2年度の 2か年度にわたっ

て寝屋川市教育委員会が実施した。

3.調査にかかる費用は、全額を大阪府建築部が負担した。

4。 現地調査・遺物整理は、寝屋川市教育委員会文化振興課 (旧社会教育課)文化財保護係

濱田延充が担当した。現地調査については文化財保護係塩山貝J之の協力を得たはか、調査

事務等については文化財保護係職員のはか文化振興課 (旧社会教育課)振興係・企画係職

員の協力を得た。

5.現地調査の実施に当たっては、大阪府教育委員会文化財保護課 。大阪府建築部住宅建設

課・同営繕室・い大阪ガス京阪支社・寝屋川市水道局・寝屋川市教育委員会市史編纂室・

地元自治会の協力を得た。

6。 現地調査 。本善の作成にあたっては、次の方々のご教示を得た。記して謝意を表したい。

(順不同・敬称略 )

石神 恰 。瀬川 健・佐久間貴士・西口陽― (大阪府教育委員会) 栄原永遠男 (大阪市

立大学) 橋本久和 (高槻市立埋蔵文化財調査研究センター) 鋤柄俊夫 (財団法人 。大

阪文化財センター) 前川 要 (富山大学) 伊野近富・水谷寿克 。石井清司・土橋 誠
・森島康雄 (財団法人 。京都府埋蔵文化財調査研究センター) 森田 稔 (神戸市立博物

館) 野島 稔 (四條畷市教育委員会) 石井久夫 (大阪市立自然史博物館) 坂本孝彦

(大阪府立香里ケ丘高校)梶 山彦太郎
7。 発掘調査に参加したのは、下記の方々である。

麻野秀二 大西朝子 樫原清美 川上奈奈美 木原美樹 小西恵子 佐藤育子 島アリサ

谷本由紀 古別府知子 渡辺亜紀 冨田寿美子 端野栄子 浅尾嘉雄 内田智子 勝田富

美子 川瀬澄子 神門文江 木村香織 木村加代子 小島啓子 左近祐克枝 須崎美千代

竹下よし子 中西睦子 永吉幸子 西田容子

8,本書の編集・執筆は、濱田延充が行った。

9.土器実測図は縮尺をすべて1/4と し、断面黒塗りで須恵器を示し、それ以外は断面をし

ろ抜きとした。
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第 1章 調査の経過

今回、発掘調査を行った寝屋川市高柳 2丁 目390番地には、1950年代に建築された木造平

屋建ての府営住宅が建ち並んでいた。大阪府下では、木造の府営住宅が建築後すでに30年以

上経過 して老朽化が進み、また、公営住宅の安定供給が叫ばれる中で、高層建物への建て替

え工事が進められている。
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第 1図 調査地位置図 (S=1/2500)

寝屋川市域にも数箇所の府営住宅があり、このうちすでに建て替え事業が進められている

ところもあるが、この高柳住宅についても建て替え工事の決定がなされた。付近は、これま

で遺構・遺物の出土も知られておらず、周知の遺跡として認められていなかった地域である。

しかし、今回の工事計画では、開発面積が大きく、計画の建物は鉄筋の高層建築のため杭基

礎が地中深 く打ち込まれることから、大阪府教育委員会は第 1期建て替え工事に先立って遺

跡の有無を確認するため、平成元年 4月 に工事区域内の計 8箇所の試掘坑を設定し、試掘調

査を実施した。その結果、東側 5ケ所の現地表下約0,7～ 1.2mよ り遺物が出上し、さらに 1

処

1亀

―

-1-―



ケ所の試掘坑では溝と考えられる遺構が壁断面で確認され、遺跡の存在が明らかとなった。

大阪府教育委員会では、大阪府建築部に遺跡の存在する工事区域東側について、工事によ

って遺構の破壊が想定される部分の発掘調査の実施を指示した。このため、発掘調査の実施

について大阪府教育委員会文化財保護課・大阪府建築部住宅建設課・寝屋川市教育委員会社

会教育課の三者で同年10月 に協議がもたれた。その結果、発掘調査は寝屋川市教育委員会が

行うこととし、調査にかかる費用は大阪府建築部が負担することとなった。発掘調査は、建

て替え工事の工程から急を要するものであったが、寝屋川市教育委員会では平成元年度の事

業をすでに実施しており、調査の開始については平成 2年 2月 以降でしかできないため、調

査対象地域 (3107r)の うち1019ピを平成元年度に、残りを平成 2年度に実施することとな

った。

平成元年度調査地 (89-1区)は、平成元年 2月 24日 より現地調査に入り、 3月 24日 に調

査を終了した。この調査によって、当初発掘調査の必要なしと判断された調査地の西側にも

遺跡が広がることが判明した。一方、この地域には、 3号棟の建設工事の準備が進められて

いた。そこで、上記三者の間で再び協議がもたれ、この 3号棟の東側半分 (256r)の区域

第 2図 調査区配置図

埋設管トレンチ
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(90-1区)について、工事の着工を延期して発掘調査を実施することとなった。また、こ

れとは別に住宅建設課より南側の埋設管引込部分 (170m2)に ついて発掘調査の依頼があり、

これらを平成 2年度の調査に追加することとなった。

90-1区の調査は、建築工事の工程より急を要するもので、平成 2年 4月 から調査を開始

した。平安時代の多数の柱穴と多量の土器を検出し、 5月 24日 に現地調査を終了した。

当初予定された平成 2年度の調査地 (2088142)は 、掘削廃上の仮置場所等の問題から、調

査地を東西に 2分 して西側 (90-2区)か ら調査を実施した。90-2区は 6月 1日 から調査

に入り、 8月 31日 に調査を終了した。この夏は、気象台の観測史上に残る記録的な猛暑で調

査は困難を極めたが、90-1区 同様に多数の柱穴や、大量の上器を廃棄した跡・地鎮祭を行

ったと考えられる遺構が見つかった。このため調査成果を新聞に発表 し、 8月 H日 に市民を

対象に現地説明会を実施した。説朔会当日は、約200名の参加者を得た。

東側調査地 (90-3区)は、10月 11日 から調査を開始し、集落の縁辺部や自然河川を検出

し、11月 30日 に調査を終了した。調査の終了間際に季節外れの台風の影響を受け、ヘリコプ

ターによる遺構の撮影が、 2度にわたって延期された。

埋設管設置部分 (90-4区)の調査は、12月 1日 より開始し、平安時代の柱穴・近世以降

の溜池を検出して12月 26日 に調査を終了した。

発掘調査によって出土した遺物の整理作業については、現地調査と併行して進めた。遺物

は平安時代の上器を中心に遺物収納容器約300箱におよS。 このため、整理方法については、

まず遺物の洗浄・注記を完了させ、土器については、とりあえず概要報告書作成のために良

好な資料と思われるものを中心に復元・実測の作業を行った。遺物の整理作業は、 3月 28日

に終了した。また、柱根をはじめとする木製品と刀子・轡等の金属製品については、 (財 )

元興寺文化財研究所に委託して保存処理作業を行った。
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第 2章 遺跡の位置と環境

高柳遺跡は、寝屋川市の西部に位置する。この地域は淀川左岸の下流域にあり、淀川の堆

積作用によって形成された沖積平野に立地 している。遺跡周辺の現地表面の標高は、約 3m

である。

淀川の分流である古川は、】ヒ河内の平野部を南流しているが、調査地の周辺では現在東か

ら南に大きく蛇行して流れている。梶山彦太郎・市原実両氏による大阪平野の古地形の復元lL l)

によると、遺跡は淀川及びその分流の形成した三角州 。自然堤防上に立地している。

淀川左岸の低湿地では、遺跡の分布の希薄な地域として永らく理解されてきた。しかし近

年の大規模な開発に伴う発掘調査によって遺跡の発見が相次いでいる。

縄文時代には、守口市八雲遺跡帳2)で晩期の土器が採集されているにすぎず、人間の生活

の痕跡は明らかになっていない。弥生時代になると、大阪市森小路帷
3)(前期走中期)・ 守

口市八雲唸4)(中期)の ように発掘調査によって集落の存在が明らかになっている遺跡をは

じめ、守口市長池町 (中期)・ 橋波西之町 (前期)・ 門真市普賢寺嵯
5)(前期)等の遺跡で

土器の出上が知られている。また、門真市の京阪大和田駅構内では、複数個の銅鐸が見つか

ってヤヽる。

古墳時代にはいると、八雲遺跡で前期の上器がまとまって出上しているほか、守口市梶遺

跡帳6)で前方後円墳を含む古墳、同市大庭北遺跡感
7)で方墳が発掘調査によって検出されて

いる。

淀川左岸下流域は律令期以降、河内国茨田郡に属することが知られているが、古事記・日

本書紀では、仁徳期にこの地に茨田堤を築き屯倉を設置したと伝えられている。門真市官野

野口遺跡帷8)で古墳時代中期後半の土器が出土しているはか、茨田郡条里遺跡内の本市石津

南町・池田本町でも同時期の遺物が採集されており、同時期の集落の存在を予見させる。こ

のはか、讃良郡になるが、寝屋川市長保寺遺跡感
9)では古墳時代中期から後期の集落が見つ

かり、井戸枠に再利用された古代船の船体の一部が発見されている。

律令期以降、奈良時代を通じて茨田郡域では遺跡の分布は希薄になる。本遺跡の北側に位

置する本市長栄寺町では古瓦が採集され、付近に寺院跡 (高柳廃寺跡)の存在が推定されて

いる。この寺院を、聖徳太子四十六か寺のひとつの茨田寺あるいは茨田郡の郡寺に比定する

考えがある伽の。

平安時代の中頃 (9世紀後半)か ら鎌倉時代にかけて遺跡数は増加する。守口市大庭北遺

跡 (注11)では、平安時代～鎌倉時代の集落が見つかっており、掃部寮領大庭庄に比定されてい

る。高柳遺跡の東南に位置する神田東後遺跡嵯りでは、平安時代 (9世紀後半～10世紀)の

集落跡が見つかり、緑釉 。灰釉陶器を含む多量の上器が出土している。このはか瓦器椀が出

上した門真市古川遺跡等が知られている。
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第 3図 周辺遺跡位置図 (S=1/25,000)
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本遺跡の所在する寝屋川市高柳は、鎌倉時代初頭には成立 していたと考えられる高柳庄の

所在地 と考えられている。同庄は、王家領あるいは摂関家領 として相伝されていたことが知

られている唸10。

こうした地理的・歴史的環境にある本遺跡は、戦後 しばらくまで水田あるいは梨畑の広が

る田園地帯であったが、昭和30年代以降大阪近郊の都市化にともなって宅地化が進み、木造

の住宅が立ち並が現在の景観 となった。 しかし、大規模な開発 もな く遺物等の出土 もなかっ

たため、今回の調査に至るまで遺跡の存在は知 られていなかった。

注

1.梶山彦太郎・市原実  『大阪平野のおいたち』 青木書店 1985

2.守口市教育委員会  『八雲遺跡』 1976

3.福永信雄  「大阪市森小路遺跡で採集された遺物」 『東大阪市遺跡保護調査会年報』 1979年度

1980

文珠省三  「森小路遺跡出土遺物―伊東正一氏寄贈資料の紹介一」 『大阪市立博物館研究紀要』

第13冊  1981

西畑佳恵  「森小路遺跡出土の近江型甕」 『葦火』29号  (財)大阪市文化財協会 1990

このほか近年の遺跡の調査略報は、各年度の『大阪市内埋蔵文化財発掘調査報告書』に収録され

ている。

4.大阪府教育委員会  『八雲遺跡発掘調査概要・ I』  1987

5,門真市教育委員会  『普賢寺遺跡発掘調査概要・ I』  1990

6.守口市教育委員会  『梶遺跡現地説明会資料』 1989

7.大庭北遺跡発掘調査団 『大庭北遺跡』 1986

8。 大阪府教育委員会  『官野遺跡発掘調査概要』 1986

9,大阪府教育委員会  『讃良郡条里遺跡発掘調査概要・ I』  1989

大阪府教育委員会  『讃良郡条里遺跡発掘調査概要・Ⅱ』 1991

10。 藤沢一夫  「寝屋川市域の古代寺院」 『寝屋川市誌』 1966

H。 大阪府教育委員会  『大庭北遺跡発掘調査概要・ I』  1984

大阪府赦育委員会  『大庭北遺跡発掘調査概要・工』 1986

12.寝屋川市教育委員会  『ネ申田東後遺跡』 1989

13.「九条家文書」 竹内理三編  『鎌倉遺文』7250
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第 3章 発掘調査の方法

調査は、中・高層住宅、集会所、雨水貯水池、埋設管等の工事によって遺構の破壊される

部分を対象とし、記録保存を目的に行った。調査は、大阪府叛育委員会の試掘調査の成果を

もとに現地表下0,5～ 0,7mまでの盛土及び旧耕土層を機械によって除去し、それ以下1.2m

までの厚さ約0.5mの遺物包含層を人力掘削し、遺構・遺物の検出につとめた。遺構の検出

については、特に平安時代の集落が検出された基本層序Ⅳ層上面の 1枚を中心に調査を進め

た。

遺構の平面測量については、ヘリコプターによる航空撮影した写真から縮尺1/20及び

1/100の 図化を行った。この他の調査区周壁の土層断面図・遺物の出土状況図・遺構内の堆

積土層断面図については、人力によって実測を行った。また、遺構の主要な部分については

6× 7の中型カメラで、その他を35111111小型カメラで写真の撮影を行った。小型カメラでは、

白黒ネガフィルムとともにカラーポジフィルムで撮影を行い、スライドを作製した。

また、89-1区において各堆積土層の上壌サンプルを採取して、花粉等の微化石の分析を

行った。

-7-



第 4章 発掘調査の成果

1.基本層序

調査地は、自然河川とその周辺 (自然堤防・後背湿地)に位置し、非常に複雑な堆積状況

を示している。このため、調査地によって堆積土層の状況は若千異なるが、その概略は次の

とおりである。

I層  機械掘削を行った土層である。
Ia層 1950年代に府営住宅建設を行った際の盛上である。上面から木造住宅建築の際の基

礎杭が打ち込まれている。

Ib層 黒灰色～暗灰色粘質土層。府営住宅建設まで耕作が行われていた畑・水田の耕上で
ある。調査地付近は、かつて梨畑が広がっていたと地元の方が話されていた。

I層  平安時代の集落が廃絶した後の堆積層である。平安時代～江戸時代の遺物が出土し
ている。断面の観察により、さらに 2～ 3層に分層が可能である。堆積土は、橙灰

色砂質土・茶灰色砂質土・黄灰色砂質土 。緑灰色砂質土である。水田・畑に利用さ

れていたと考えられる。

工'層 平安時代の遺構面 。遺物包含層さらに自然河川に堆積する砂層の上を薄く覆ってい
る灰色粘土層である。90-2区溝 1・ 2、 90-3区井戸 2・ 土坑 1等の遺構が上面
より掘削されている。

W

Ia(盛土)工 R+2.5m――

2.0-……

1.5‐――

1.0-

Ib(旧耕上)

第 4図 土層模式図
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Ⅲ層 平安時代中頃 (9世紀後半～10世紀)の遺物包含層である。柱穴等の遺構が検出され

た集落部分に厚 く認められ、この部分をはずれると薄 くなり検出されないところもあ

る。自然河川上でも検出されていない。堆積土は黒色粘質上で、部分的に灰・灰・焼

土が多く含まれている。90-3区西南部でさらに 3層に分層ができた。下位よりⅢa・

Ⅲb・ Ⅲc層 と呼称するが、このうちⅢb層 に特に灰・焼上が多 く含まれる。遺物の出

土量もこのⅢb層が最も多 く、90-2区土器群と接合した土器片も出土している。井

戸 1は このⅢb層から掘 り込まれている。柱穴にはこのⅢ層から掘 り込まれているも

のがいくつかある。

Ⅳ層 灰緑色粘土層ほか。これより下部はおおむね無遺物層である。上面は平安時代中頃の

遺構面で、柱穴・溝などの多数の遺構が検出された。遺構が検出された部分では、上

部が酸化して橙灰色を呈している。

2.検 出された遺構

(1)平安時代中期の遺構

自然,可サ||

90-3区から89-1区 にかけて検出された

広く南北方向に広がる砂の堆積である。調査

区内で幅30mをはかる。部分的にトレンチを

入れたところ、深さ lm程度で川底と推測さ

れる粘土層が検出された。90-3区の埋設管

トレンチでは、土手状の高まりが検出され、

この東側ではさらに深くなることから、各調

査区に広がる浅い部分は河川敷 (川原)、 東

側が河川の本流部分と推定される。川原部分

に堆積した砂層は洪水によるものでその吹き

出す部分が90-3区 で認められた (図版
1l a)。

この自然河川については、検出位置・流れ

の方向から現在調査地の東側を大きく南に蛇

行している古川の一時期の流路であった可能

性が高い。砂層からの遺物の出上がほとんど

無かったので時期の比定が難しいが、砂層の
第

上位の灰色粘土層 (I'層)か ら90-3区井

怒
①

9-_

◎ ムξ≧三F≡F◎

m℃

一

喝

6図 89-1

矛
~｀ ミ洋
90-1区平安時代遺構配置図

(S=1/20o)
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物帥雌‐キャ‐ョ一

戸 2・ 土坑 1が掘削されていることから、H世紀には埋没したものと推測される。

柱穴群 (第 6・ 7図 )

自然河川の西側の89-1区・90-1区 。90-2区 ・90-4区で検出された多数の柱穴であ

る。検出面はⅣ層上面であるが、Ⅲ層下部あるいはⅢ層上面から掘り込まれたものもあると

考えられる。自然堤防と考えられる微高地上に密集して検出されており、90-1区 と90-2

区の間の落ち込み部分で大きく南北に三分される。

柱穴は、直径30clll・ 深さ30cm程度のものから直径80側・深さ lmの ものまである。埋上の

観察から、大部分の柱穴は建物等の廃絶後に柱を抜き取ったと考えられる。大型の柱穴の多

くは、柱の抜き取り跡の埋土に炭・焼上を多く含んでいた。柱穴内に柱根の遺存するものは、

89-1区で 1ケ所、90-1区で 3ケ所、90-2区で12ケ所あった。柱根は現存径10～ 30clllで

ある。この中で90-1区 P-10で検出された遺存状態の良好な柱根は上部が半分に裂けたよ

うに欠損しており、柱を抜き取る際に失敗して柱根部が放置されて遺存したと考えられる。

穴内の出土遺物より、いずれも9～ 10世紀のものと考えられる。

O③

0
⌒⑥

紗
0

ぐう

建

♂ ⑥
＼

ピ ∂

0                1om

第 7図 90-2区平安時代遺構配置図 (S=1/200)
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一

Ａ
川
淋
―
「

89-1区～90-1区南側の柱

穴群で復原される建物はN-5°

～ 10° 一Wに主軸をもつもので

ある。調査区内におさまる建物

は無い。

Ｗ
一

型

90-1区北側の柱穴群は 5～

6棟の建物が重なっている。東

E十~側の 1間 × 2間 の建物を除 く

とおおむね 2間 ×4間程度の規

模に復原される。主軸はN-5°

一Eを もつものと、N-10° 一

Eの ものに分かれる。

90-2区で復原された建物は

4棟で、主軸はN-7° ～ 12°

一Eである。東側の建物 1は 2

1キ 13m 間×5間で南北に長い建物であ

る。東側の柱列のP-41・ P―

33は後述する土器群を取 り上げ

♪  後に検出されており、柱の抜き

取り跡の埋土から出上した土器1 黒色砂質土層(炭を多 く含む) 6暗 灰色粘土層

:i畳蜃魯毎曽星層    ::屠優呂惚圭き筵耀詭子乳うに§感;   は土器群との接合関係を有す
4暗 灰褐色粘土層 (木片を含む) 9灰 色粘上熙 黒色帖土を含む)         

る 。 たとケミ か ら の 出 土 」L:希イよ、 9
5 灰褐色粘土層

世紀末～10世紀初頭の時期が与
第 8図 90-2区井戸 1実測図 (S=1/50)    

ぇられる。

西側の建物 2は 2間 ×3間で南と西に 1間の廂をもつ。柱穴内出土土器には黒色土器B類

・「て」の字状口縁皿が見られ、建物 1及び土器群よりも新しい様相を呈している。

北側の建物 3は 1間 ×2間で、倉庫・納屋の機能をもつものであろう。

井戸 I(第 8図 )

89-1区 。90-2区・90-3区 に分割して調査が行われた。90-2区の柱穴群及び土器群

の検出された東側の斜面の下で検出された。直径3.5m、 深さ0.9mをはかる平面円形の素掘

りの井戸である。井戸枠等の施設は認められなかった。遺構は、土器群の延長と考えられる

Ⅲb層から掘り込まれている。

埋土は大きく3層に分層される。 1層 (第 8図 1・ 2)。 2層 (3～ 7)は井戸廃棄後の

埋め戻しの際に、また 3層 (8・ 9)は井戸機能時に堆積したと推定される。 1層は灰層で、

|    、

ヤ       6

-  9
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完形あるいは完形に近い黒色土器椀・

土師器皿が出土している。これらは、

井戸を埋め戻す際のなんらかの祭祀行

為に関係するものと考えられる。これ

らの上器から遺構が廃棄された時期を

10世紀後半とすることができる。一方、

2・ 3層出土土器には土器群や包含層

出土土器と接合したものがある。接合

した土器は、遺構の機能時や廃棄時の

埋め戻しの際に周辺より混入したもの

と理解される。

上器群 (第 9図 )

90-2区の建物 1の東側は自然河川

に向かって緩やかに傾斜している。こ

の斜面上で検出された南北 8m、 東西

4mに広がる土器集積である。部分的

に建物 1の柱穴を覆っている。

出土土器には土師器杯 。皿 。耳皿・

甕・羽釜、黒色土器杯 。抗・耳皿・甕、

緑釉陶器椀・皿、灰釉陶器壷・手付小

瓶・皿、白色無釉陶器三足盤・抗、須

恵器杯・枕・鉢 。壷・瓶子等がある。

このうち土師器と黒色土器の杯は完形

で出土したものも多く、それぞれ70個

体以上が完形に復元できる。数個体が

重なった状況で出土したものもある。

土器のはかには鉄製刀子 2本、焼けた

痕のある自然石が出上しており、灰・

焼土も多 く認められた。

出土状況から土器群には大きく南北

2ケ所にまとまりが認められるが、両

者の間で接合関係を有する土器があ

る。また、北側の部分では、出土レベ

ルが上下で接合したものもある。さら

第10図 祭祀遺構検出状況実測図 (S=1/1o)

X‐ ―,3イ 763

|:怜 ,撲性il売坪究猾手■年占ド生l袢十岳
日中Hい峰Ⅲ

第H図 90-3区井戸 2実測図 (S=1/50)
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に、土器群除去後に検出された建物 1の柱穴内出土土器に、土器群出上のものと接合 したも

のがある。以上の事実から、土器群の形成については、建物 1の廃絶 (焼失 ?)後に、その

あとかたづけとして短期間に大量の上器の廃棄が行われたと考えられる。

完形の白色無釉陶器三足盤は最上層で出土しており (図版 8c)、 廃棄行為の最終段階で何

らかの祭祀行為が行われた可能性がある。

出土土器のうち完形品になるのは日常雑器である土師器・黒色土器の杯・皿類ばかりで、

高級品の緑釉・灰釉陶器はいずれも破損品であり、土器の廃棄行為の内容を示すものである。

祭祀遺構 (第 10図)                 、k

90-2区 中央のⅢ層掘削中に須恵器瓶子 4個体
。土師器皿 8枚がかたまって検出された。出土土

器はいずれも完形品である。周辺を精査 したが遺

構にともなう明確な掘り込みは検出できなかった。

出土状況から土器の原位置を復原すると、中心

に土師器皿 8枚を重ねてその東西南北に須恵器瓶

子をそれぞれ 1個体ずつ置いたと推定される。土

師器皿は、一番下の 1枚を上向けに、他の 7枚は

伏せて置かれていた (注 1)と 指定される。

「「
i‐P下ア 伴

製

また、東に置かれていた瓶子 2(第 20図 )の中

に古銭が 1枚入っていた。この古銭は瓶子の口が

小さいため半分に折られて入れられていた。古銭

は錆化が進んでおり文字の判読ができなかった。

直径が1,91cm。 重さ2.lgで小型のため、皇朝十

二銭でも「長年大宝」 (848年初鋳)以降の新しい

時期のものであろう。

祭祀遺構は検出位置が建物 2の内部にあり、建

物 2の建築時の地鎮祭にともなうものと考えられる。

(2)平安時代後期の遺構

井戸 2(第 H図 )

90-3区南東で検出された直径1.5m・ 深さ1.1

は自然河川埋没後、■'層 より掘り込まれていた。

物は少ないが、 3層 より瓦器抗が出上 しており、

葉と推定される。

土坑 I(第 12図 )

90-3区西側で検出された長さ 5m・ 幅 2m・ 深さ0.5mの平面長方形の掘り込みである。

Ｗ

一　

刊

I 暗咲色Wiに 1灰色ンル ト層

2 撃艶絆f llと
'帝

灰色粘 11・ シル トがプロ ック‖大に〕

“

F!i

3 1帝 灰色れ‖砂 171(吹 ttWiにをブロック状に合む )

第12図 90-3区土坑 1実測図 (S=1/50)

mの平面円形の素掘りの井戸である。遺構

埋土は大きく4層に分層される。出土遺

この瓦器抗より井戸の廃絶時期は12世紀前
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自然河川埋没後に掘り込まれている。埋土は、粘土とシルトがブロック状に推積していた。

埋土内から瓦器抗、土師器皿・甕が出土しており、遺構の時期は12世紀前葉と考えられる。

3.出土 した遺物

今回の調査で出土した遺物は、土器・石製品 。金属製品・木製品と多様である。特に出土

土器は、平安時代のものを中心に遺物収納箱 (コ ンテナ)約300箱にのぼる。出土土器には

若干の古墳時代の須恵器や近世以降の陶磁器も認められるが、本書ではこのうち特に重要と

思われる平安時代 (9～ 12世紀)の資料を中心に各調査区ごとに紹介を行う。

(1)出土土器
1)90-1区 P-42出土土器 (第 13図 1～ 9)

掘立柱建物の柱穴の柱抜き取り跡の埋土内から出土した上器である。

黒色土器 (1.2)はいずれも内面黒化処理のA類で高台の付く杯Bである。(1)は器
高指数26。 高台は低く、断面三角形を呈する。

土師器杯 (3～ 8)は、口径14～ 15clllの無高台のもの。底部が大きく浅いもので体部外面

にユビオサエ痕の残るもの (6～ 8)と、底部が小さく深いもので外面をナデ調整するもの

(3～ 5)がある。

須恵器 (9)は瓶子の底部である。底部外面は糸切り未調整。

2)90-1区Ⅲ層ほか出土土器 (第 13図 10～ 18)

平安時代中期遺構面を覆っている遺物包含層 (Ⅲ層)出上の土器である。

黒色土器杯 (10)は、低い高台をもつA類の杯 B。 内面には暗文が認められる。

土師器は皿 (H)、 杯 (12)がある。

白磁加 (14)は器壁が全体に薄く、日縁部が小さな玉縁状を呈する。森田分類悛2)の I類

に属するいわゆる刑窯・定窯系の白磁である。釉調は乳白色を呈し、全面施釉の後、底部の

たたみ付けの部分を研磨している。P-16出土の破片とⅢ層出上の破片が接合した。

緑釉陶器には、軟質で削り出しの輸高台をもつ抗 (17)と 、硬質で削り出しの蛇の日高台

をもつ皿 (15)力 あゝる。 (17)イよ淡緑色の釉薬を全面施釉しており、京都洛北窯産のものと

推定される。(15)は胎土中に砂粒を含み暗緑色の釉薬を全面施釉する。京都洛西窯産のも

のであろう。(13)は緑釉素地と考えられる小加である。底部は糸切り未調整。

灰釉陶器には、皿 (16)と 壷底部 (18)力 あ`る。皿 (16)は断面三日月形の貼り付け高台

で、刷毛がけの施釉を行う。内面見込み部分にも一筆の刷毛がけを行っている。胎土・釉調

より東濃窯産と考えられるもので、光宏丘 1号窯式 (猿投窯・黒笹90号窯式併行)帷 3)に比

定できよう。

3)90-2区土器群出土土器 (第 14～19図 )
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今回の調査で検出された遺構の中で、土器の出土量の最も多かった遺構である。黒色土器

および土師器の杯は、完形品のみでそれぞれ70個体以上となる。この他、緑釉・灰釉陶器、

須恵器など器種も豊富である。

緑釉陶器抗には、椀 (30～34)と皿 (35)が ある。(30)は軟質で蛇の日高台をもち、淡

緑色の釉調を皇する京都洛北窯産の椀である。 (31～ 33)は、硬質で削り出し高台をもつ京

都洛西窯あるいは篠窯産の椀である。(33)は井戸 1の 3層及び包含層 (Ⅲ層)出上の破片

と接合関係を有する。(34)は、貼り付け高台をもち濃緑色の釉調を呈する近江系の抗であ

る。底部内面には 1条の沈線が巡り、焼成時のトチン痕が認められる。胎土は硬質で底部外

面まで全面施釉されている。

(35)は体部に稜をもつ皿である。底部は削り出しの輸高台。淡黄緑色の釉調を呈する。

底部外面には施釉されておらず、京都篠窯産のものであろう。

(36)は緑釉陶器素地の椀である。内外面はヘラミガキが施されており、削り出しの輸高

台をもつ。全体のプロポーションは緑釉陶器椀 (31)に類似する。京都洛西窯産のものであ

ろう。

灰釉陶器には、皿 (37)、 手付小瓶 (38)、 長顕瓶 (39)力 あゝる。皿 (37)は三日月形の貼

り付け高台をもち、刷毛がけで施釉が行われている。胎土・釉調より尾北窯産のものと考え

られる。篠岡 4号窯式 (猿投窯・黒笹90号案式併行)に比定されよう。手付小瓶 (38)、 長

頸瓶 (39)は猿投窯産、黒笹90号窯式のものである∝4)。

(40・ 41)は、白色土器あるいは白色無釉陶器と呼ばれるもの。(40)は三足盤 (皿)で

ある。平安京跡左兵衛府 SD-01に 5)、 _乗寺向畑町遺跡SK-03∝ 6)に類例がある。 (41)

は円盤高台をもつ椀である。内外面ともロクロナデ調整で、底部は糸切り未調整。

須恵器には、枕 (42)、 杯 (43・ 49)、 瓶子 (44)、 壷 (45・ 46)、 鉢 (47・ 48)力 あ`る。こ

のうち (42～48)は、形態・胎土等の特徴より京都篠窯産と考えられる。伊野近富氏のに編

年に7)に従うと、(44)は F期 (石原畑 2号窯)、 (42・ 45～ 47)は G期 (西長尾 3号窯)、 (48)

は玉縁状の日縁をもつ鉢でH期 (前山 2・ 3号窯)に比定されよう。(45'47)は やや軟質

で灰色～灰白色を呈する。他のものは、青灰色を呈する硬質のものである。

黒色土器には、杯もしくは椀 (50～ 72)、 耳皿 (73～75)、 鉢 (76。 77)、 枕 (78～80)、 甕

(136)がある。無高台の杯 (杯△)は含まれていないようである。このうち、椀 (71,72)

は内外面を黒化処理するB類で、その他はすべて内面の黒化処理するA類である。

A類 (50～ 70)杯は、いずれも有高台の杯Bである。日径17clllを越える大型品 (56・ 69)、

日径15clll程度の中型品 (50～ 55。 59～ 68)、 日径13clll程度の小型品 (57・ 58・ 70)がある。

体部は直線的にのびるものと、丸みをもつものの二者がある。高台は、低く断面三角形を

呈する。器高指数は26～ 30。 外面の調整はヘラケズリを施すものと、ナデ調整のものがある。

内面はヘラミガキ調整であるが、暗文を施すもの (50～ 59・ 62・ 65)がある。また、焼成後
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のヘラ記号を施すもの (54・ 55)がある。

黒色土器B類椀 (71・ 72)は、内外面とも密なヘラミガキを施すものである。 (72)は、

小型品で底部外面にもヘラミガキを施す。

鉢 (76)は、片口をもつ無高台のもの。 (77)は有高台のもので、体部外面はヘラケズリ

を施す。

椀 (78～80)に は、無高台の小型品 (78)と 有高台のもの (79・ 80)がある。

甕 (136)は薄手の作りの小型品。

土師器 (81～ 135'137～ 142)には、皿 (81～ 99)、 耳皿 (100)、 杯 (101～ 124)、 羽釜 (125

～130)、 甕 (131～ 135。 137～ 140)、 鍋 (141,142)力 あゝる。

皿は、日縁部を強 くヨコナデし、端部をつまみ上げるもの (81～ 89・ 95'96)、 日縁端部

をつまみ上げないもの (90～ 94・ 97)、 日縁端部を丸 く仕上げ、内側に肥厚するもの (98・ 99)

がある。小皿 (81)と 大皿 (95)を除くと口縁部をヨコナデするものは、日径13～ 15clll、 器

高2.Oclllに おさまる。(96)は、有高台のもの。灰白色を呈するもので、搬入品と考えられる。

耳皿 (100)は、黒色土器と同形態のものである。

(101～ 103)は有高台の杯 (杯 B)である。

無高台の杯 (杯 A、 104～ 124)は形態的にバラエティーがあるが、外面の調整は口縁部を

ナデ調整し下位にユビオサエを残すもの (e手法)あ るいは全体をナデ調整するものばかり

で、ヘラケズリを施すものは認められない。日縁部はヨコナデにより外反気味になるものが

多い。内面の調整は、ナデのほか細かいハケメを施すものがある。大部分のものの法量は日

径13～ 15clll、 器高 3～ 4 clllに おさまる。内面に焼成後のヘラ記号を施すもの (105。 121)が

存在する。

羽釜 (125～ 130)は 、器壁が厚 く口縁直下に鍔を付ける菅原分類帳8)の摂津 C型 (125～ 128)

が多い。鍔の付 く位置・形態はバラエティーが認められる。体部外面の調整は荒いタテハケ。

胎上に砂粒を多く含む。 (129)は外反する口縁部をもつ河内Bl型のもの。赤灰色の色調を

呈する。 (130)は両者の折衷型と考えられるもの。胎土中に角閃石・雲母を多 く含み暗灰褐

色の色調を呈する。

奏は器壁の薄いもの (131～ 135)と 、摂津 C型羽釜同様に厚いもの (137～ 140)力 あゝる。

前者は、中 。南河内地域に分布するもの。口縁端部を丸 く仕上げるもの (131)、 外反 し端部

に面をもつもの (132)、 直立する短い頸部をもつもの (133～ 135)がある。体部外面は、ナ

デ調整等により指頭圧痕をきれいに消すもの (132・ 134・ 135)と指頭圧痕の残るもの (131

・133)がある。器壁の厚いもの (137～ 140)は受口状の口縁をもつもので体部外面には摂

津 C型同様に荒いタテハケを施す。平安京・淀川流域に出土が認められるもので、胎土も摂

津 C型羽釜と同じで砂粒を多く含む。 (138)は強い熱を受けたためか、日縁部が片口状に変

形している。
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鍋 (140・ 142)は、口径30ctllを越える大型品。内外面ともナデ調整。外面には体部上位ま

で煤が付着している。胎土は砂粒をはとんど含まない精良なものである。

4)祭 TE遺構 (第 20図 143～ 154)

須恵器瓶子 4個体と皿 8枚が出土している。

須恵器瓶子 (151～ 154)は、器高10clllの (151・ 152)と 8 clllの (152・ 154)イこ分かれる。

いずれも器形に若子の歪みがあり、焼成もやや軟質である。形態・胎土の特徴より京都篠窯

産と考えられる。篠H期 (前山 2・ 3号窯)の ものであろう。

土師器皿 (143～ 150)は、日径H.8～ 13clll、 器高1.6～ 2.Oclllに おさまる。日縁部は横ナデ

により段をもち、端部を上方に小さく突出させる。

5)井戸 I(第20図 155～ 172)

井戸 1出土土器には、黒色土器・土師器・緑釉陶器・灰釉陶器がある。出土上器には包含

層出土土器と接合したものがあり、このほかにも包含層の再堆積による混入品と考えられる

ものがある。

土師器皿 (155～ 159)には、日径1lcm程度の小型品 (155～ 157)と 口径13～ 14clllの中型品

(158。 159)がある。 (155・ 156)は 1層から出土した完形品。口径11,5cm、 器高 1.5clll。 口

縁部は強く横ナデされており、端部を上方につまみ上げるいわゆる「て」の字状口縁皿であ

る。ともに乳白色の精良な胎土である。 (157)は稚拙な作りもの。胎土も褐色を呈するもの

で前者と異なる。 (158。 159)は 2層出土。

黒色土器椀 (160～ 166)は、いずれもA類である。 (162・ 165)が 1層上面、 (160。 164)

が 1層、その他は 2層から出土している。全体的に深椀状の形態をとる。日縁部を強 くヨコ

ナデし、体部に弱い稜線をもつものがある。高台も (160)をはじめ、高くなり、外側に踏

ん張るような形態となる。外面の調整はナデまたはケズリが多いが、ヘラミガキを施すもの

(161)もある。内面のヘラミガキは、若千荒いものもある。 (164)のヘラミガキは、うろ

こ状に見える部分がある。 (166)は内面のヘラミガキは大 く荒いが、形態等から古 く位置付

けられるもので、混入品の可能性がある。

土師器杯 (167)は無高台のもの。これも混入品と考えられるものである。 2層出土。

緑釉陶器 (168～ 171)は、皿 (168)が 3層、椀 (169。 170)が 2層、(171)が 1層上面

出土。 (168)は包含層出上の破片と接合した。混入品であろう。 (169)が削り出しの蛇の目

高台、その他は削り出しの輸高台をもつものである。いずれも焼成は硬質。底部外面は (169)

が施釉、その他は無釉である。

灰釉陶器長頸瓶 (172)は、胎土・釉調から猿投窯産と考えられる。 2層出土。

6)90-2区柱穴 。包含層 (第 13図 19～ 29)

緑釉陶器椀 (19)は、 P-52出土である。体部中位に弱い稜をもつもので、削り出しの輸

高台を有する。院成は硬質。底部外面以外に淡緑色の釉薬が施される。京都洛西窯あるいは
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篠窯産のものであろう。

(20～ 29)は柱穴群をおおう遺物包含層であるⅢ層出土。

白磁椀 (20)は、玉縁の口縁に丸みを帯びた体部をもつ。森田分類の3V類に属するもので

あろう。

緑釉陶器 (21～24)は、蛇の日高台をもつ皿 (21)と 貼り付け高台をもつもの (22～ 24)

がある。 (22・ 23)は接地面に段をもつ高台で、近江系のものであろう。釉調は濃緑色を呈

し、底部外面は無釉。いずれも軟質の胎土を有する。(24)は 内面見込み部分に陰刻花文を

施すもので、東海系と考えられる。このはか、陰刻花文が施された日縁部片 (巻頭図版)力ゝ

出土している。

(25)は三足の付く土師器皿である。(26)は、断面六角形に面取りされた上師器高杯の

脚部である。

灰釉陶器 (27～ 29)は、長頸瓶である。(27)は 日縁部。胎土中に黒色粒が多く認められ

る。猿投窯産のものであろう。(28。 29)は体部である。(28)は淡灰色の釉調を呈するもの。

尾北窯産のものであろうか。(29)は精良な胎土で、明灰色の色調を呈するもの。東濃産の

ものと考えられる。

7)90-3区土坑 1(第 21図 173～ 182)

土師器皿 (173～ 178)口径9.4～ 10.Oclll、 器高2.Oclll。 口縁部を強くヨコナデする、いわゆ

る「て」の字状口縁皿である。

瓦器椀 (179。 180)は 、いずれも日縁部がヨコナデにより外反し内側に沈線が巡るもので、

大和型と考えられるが、(179)の内面見込み部分の暗文は楠葉型に見られるものである。外

面は分割のヘラミガキを施す。川越俊一氏の大和型I段階 a型式嵯9)橋本久和氏の楠葉型Ⅱ

-1～ 2期瞼Ю)に比定される。

土師器甕 (181)は厚手のもので、胎土中に砂粒を多く含む。

(182)は陶器壷の底部。赤茶褐色～灰色の色調を呈する。東海系のものであろう。

3)井戸 2(第 21図 183)

瓦器椀 (183)は 3層出土。比較的ていねいな作りで、外面に荒いヘラミガキが施される。

内面見込み部分に輪状連結暗文が施されるもので大和型と推測される。川越氏の工段階 a型

式のものと考えられる。

9)90-3区包含層 (第 183図 184～ 186)

(184)は、灰釉陶器耳皿。底部は糸切り未調整。

(185)は、緑釉陶器の獣足。焼成はやや軟質で灰白色の胎土に全面施釉されているが、

釉薬は大部分が黒銀色に変色している。

(186)は、緑釉陶器水注の回の部分。断面八角形に面取りする。釉調は淡緑色。越州窯

青磁・長砂銅官窯陶磁器等の輸入陶磁器の写しであろう。
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10)墨書土器 (図版15 188。 189)

墨書土器は 4点出土している。内 2点が判読可能である。 (188)は黒色土器A類杯 Bの底

部外面に書かれたもので、「□宅」と読める。 (189)は土師器に書かれたもので「宅」と判

読できる。「 ○○宅」と書かれた墨書土器には、四條畷市岡山南遺跡第 6次調査井戸 1か ら

出土した黒色土器椀底部外面に「高田宅」・「福万宅」と書かれたものがある伽 1)。 いずれ

も90-2区Ⅲ層出土。

(2)石製帯飾 り (第 21図 186)

90-2区東側のⅢ層上面から出土 した。縦3.7clll、 横4.Oclll、 厚さ0.6clllの方形板を呈する

「巡 男」に分類されるものである。下位に0.4clll× 3.Oclllの長方形の透孔が穿たれる。帯に

接着する面 (裏面)を除いて各面はていねいに研磨されている。裏面には四隅に帯に縫い付

けるための潜孔が開けられている。亀田博氏の分類ШめのE類に属する。石材は蛇紋岩であ

る伽の。大阪府下では石製帯飾り (石鈴)は「丸輛」をあわせて20例あまりの出上が報告さ

れている唸1つ。

(3)馬具 (図版10b)

90-2区のⅣ層上面で検出された「 轡 」の部分である。「衡」と素環の「鏡板」が連結し

た状態で出土 している。鏡板の直径9.Oclll。 出土位置は、建物 1の内部である。伴出した土

師器杯より90-2区土器群と同時期のものと考えられる。

注

1.須恵器瓶子は西東南】ヒの順に1～ 4の番号を付け、土師器皿は上位からllkに 1～ 8の番号を付け

て取り上げた。遺物実測図との対応は瓶子 1～ 4がそれぞれ (151～ 154)に、土師器皿 1～ 8が

それぞれ (143～ 150)に なる。

2.横田賢次郎・森田勉 「太宰府出上の輸入中国陶磁器について」 『九州歴史資料館研究論集』 4
1974

田口昭二  「美濃窯の灰釉陶器と緑釉陶器」 『考古学ジャーナル』211号 1982

楢崎彰―  「猿投窯の編年について」 『愛知県古窯跡分布調査報告書』 (Ⅲ )愛 知県教育委員

会 1983

(財)京都市埋蔵文化財研究所  「平安京左兵衛府跡」 『平安京跡発掘調査概報』 1987

京都市文化観光局・ (財)京都市埋蔵文化財研究所  『一乗寺向畑町遺跡発掘調査概報』 1987

伊野近富  「篠窯原型と陶邑窯原型の須恵器について」 『京都府埋蔵文化財情報』第37号 1990

菅原正明 「畿内における土釜の製作と流通」 『文化財論叢』 1983

川越俊―  「大和地方出上の瓦器をめぐる二・三の問題」 『文化財論叢』 1983

橋本久和  「中世土器研究予察」 『上牧遺跡発掘調査報告書』 高槻市教員委員会 1980
四條畷市教育委員会  『岡山南遺跡発掘調査概要・V』  1987
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12.亀田 博  「f今帯と石帯―出土¢奢・石鈴の研究ノー トー」 『関西大学考古学研究室開設30周年記

念 考古学論叢』 1983

13.大阪市自然史博物館学芸員 石井久夫氏に鑑定していただいた。
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第14図 90-2区土器群出土土器 (1)(S=1/4)
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第 5章 まとめ

1.平安時代の上器

今回の調査では、全章で紹介したように平安時代の上器に良好な資料を得ることができた。

ここでは各資料の編年的位置付けについて若千の検討を加えたい。

90-2区土器群は、今回の調査で最も出土量が多い遺構である。土師器 。黒色土器のはか、

緑釉陶器 。灰釉陶器・京都篠窯産須恵器が出土している。また、椀・杯・皿といった供膳器

種のはか壷・鉢・奄・羽釜が含まれており、器種的にも豊富である。このうち、施釉陶器・

篠窯産須恵器についてはそれぞれの産地で、また土師器・黒色土器については各地域で編年

作業が進められている。

まず、緑釉陶器については、京都洛北窯及び洛西窯・篠窯産、さらに近江系のものがある。

伝世品と考えられる軟質の洛北窯産のものを除くと、主体となるのは硬質の京都洛西窯産の

もので、輸高台を有し底部外面まで施釉されるものであることから百瀬正恒氏の編年に
1)の

B期 (9世紀末～10世紀初頭)に属するものと考えられる。底部無釉の皿は時期的に下がる

可能性がある。近江系のものについては、直線的にのびる体部・接地面の段差の小さい高台

より森隆氏の編年帷2)の Ia段階 (10世紀初頭)に比定できよう。

灰釉陶器は、いずれも黒笹90号窯式及びその併行期に属するものである。その年代観につ

いては前川要氏の研究成果より9世紀後半と考えるに3)。

篠窯産須恵器は、玉縁状口縁の鉢 (篠 H期)を除くと、伊野近富氏の編年唸4)の F～ G期

(石原畑 2号窯～西長尾 3号窯)で理解される。 9世紀後半～10世紀初頭の年代が与えられ

る。

黒色土器杯は、A類の杯Bが主体である。器高指数26～ 30、 外面の調整がナデあるいはヘ

ラケズリで内面に暗文を施すものがある。橋本久和氏唸5)のⅡa期、森隆氏唸6)のⅣ期と考

えられる。B類の抗については、底部外面までヘラミガキを施す古相のものである。B類椀

の出現については10世紀中頃とされており、土器群出土品も混入品とすることもできるが、

10世紀前半の資料とされる高槻市大蔵司遺跡土坑 2嵯 7)ゃ奈良県平城京跡の資料帷8)に認め

られることにより、ここではその扱いを保留しておきたい。

土師器の供膳具は、無高台の杯が多数を占める。外面調整はすべて口縁部ヨコナデ (e手

法)あるいは全面ナデで、ヘラケズリ (c手法)は認められない。皿は、量的にも少ない。

口縁部がヨコナデにより外反するものが主体を占めるが、典型的な「て」の字状口縁となる

ものはない。一部に前後する時期のものを含むものも、主体となるのは平安京跡における平

尾政幸氏の編年嵯9)の 工期中に比定される。

土器群は遺構の性格上、井戸や土坑と異なって土器の廃棄が行われた後も遺構が完全に土
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中に密閉されず、土器廃棄行為完了後に土器が混入する可能性が高い。また、接合資料の検

討から廃棄時の同時性は確かだと考えるが、高級品の伝世を除外しても大量の上師器や黒色

土器には若千の時間幅は考慮する必要がある。

上記のそれぞれの上器から導かれる90-2区土器群の主体となる時期は、 9世紀末～10世

紀初頭が与えられる。同じ様相を示す資料には、平安京跡右京三条三坊 S X07に 1の ・一乗寺

向畑町遺跡 SK3伽 1)、 灰釉陶器等に若干後出の様相が認められるものとして高槻市大蔵司

遺跡土坑 2があげられる。

このほかの遺構出土土器については、器種的に限定されるため必ずしも良好な資料とは言

い難いが、各資料の相対的な時間的位置付けと年代の推定を行いたい。

90-2区 P-42出土土器は、黒色土器A類杯 Bと土師器杯が出土している。完形の黒色土

器杯は器高指数26で、他の 1点も外面を引瞭にヘラケズリしており、土器群のものより古く

位置付けられよう。土師器杯については器高3.4～3.8cmの深いもの (平尾分類伽め椀A)と

器高 3 clllの浅いもの (杯A)に明確に区別される。土器群出土土師器杯では両者を明確に区

別することは困難で、 P-42出土土器が一段階古 く位置付けられる。平安京跡出土資料とは

若千様相が異なっており直接比較ができず、実年代を与えることは困難であるが、土器群に

先行する資料として 9世紀後半～末の実年代を与えておきたい。

祭祀遺構出土土器は土師器皿と須恵器瓶子に限定されるものも、一括性を示す良好な資料

である。土師器皿は「て」の字状口縁皿の原形と呼べるもので、平尾編年のI期新～Ⅲ期古

に属すると考えられる。須恵器瓶子は全体にシャープさが無 く、日縁端部に外傾する面をも

つもので、伊野氏の篠H期で理解される。遺構の持つ特殊性もあるが、土師器皿の量的な増

加として評価すると平安京跡右京二条二坊 SXlに B)に近い時期と考えられ、10世紀中頃の

年代が与えられる。

井戸 1出土土器は、定型化した「て」の字状口縁土師器皿が出土している。平安京跡左京

一条三坊 (烏丸線立⑦)井戸 1伽め・内膳町 S X19帷 1の に類列が認められる。平尾編年のⅢ

期中に比定される。黒色土器は、A類のみであるが、器高指数30以上の椀形態である。橋本

編年の工b期新段階、森編年のⅦ期と考えられる。前章で述べたように包含層からの再堆積

による混入品と考えられるものを除外すると、黒色土器B類椀の出土が無いものの、10世紀

後葉の年代が与えられる。

以上の検討から、高柳遺跡における各資料の位置付けは、90-1区 P-42→ 90-2区土器

群→祭祀遺構→井戸 1と なると考えられる。これらの資料は 9世紀後半～10世紀後半の間で

はぼ連続するものと理解される。

耳ヒ河内地域では 9～ 10世紀の良好な資料は必ずしも多くはないが、ここでは高柳遺跡出土

資料との簡単な比較を行って本地域における土器編年作業の叩き台としたい。まず、良好な

資料が出土した遺跡として、四條畷市岡山南遺跡伽のがあげられる。大振 りで外面をヘラケ
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ズリする黒色土器A類杯 B、 外面ヘラケズリ調整 (c手法)を施す土師器杯が出上した第 5

次調査井戸は90-1区 P-42に先行する時期に、黒色土器B類抗出現期の資料とされる第 8

次調査井戸 1は「て」の字状口縁土師器皿の口径が10～ 12clllで祭祀遺構と井戸 1の間に位置

付けられる。高柳遺跡の南に所在する寝屋川市神田東後遺跡伽のでも当該期の多量の土器が

出土している。灰原と報告された土器集積は90-2区土器群と同時期、土坑102は下層が90

-1区 P-42、 中・上層はP-42～ 90-2区土器群と同時期として理解されよう。

2.平安時代建物群の評価

今回の調査では、多数の建物跡を検出することができた。建物跡は、東側を自然河川に面

しており、この自然河川の西側の自然堤防上に立地しているものと考えられる。その中でも

さらに周辺より若千高まった部分に遺構は集中している。この高まりをはずれると遺構はほ

とんど検出されず、平安時代の包含層 (Ⅲ層)も薄くなり遺物の出土も激減する。

建物の時期については、柱穴からの出土土器によって 9世紀後半～10世紀後半の年代を与

えることができる。90-1区ゴヒ側柱穴群では復原により5棟程度の建物の重複が認められ、

1棟の最大存続時期を20年程度とすると最大100年 となり出土土器の時期幅と矛盾しない。

遺構・遺物から遺跡の特徴をあげると次のとおりである。

1.90-2区建物 1・ 2等の規模の大きな建物は 2間×3間～ 2間 ×5間の規模で柱間は 2

m程度、柱の掘形は直径80clll・ 深さ lm程度であり、平安時代の建物としては比較的大型

と考えられる。

2.90-2区で石製帯飾り (巡方)が出土している。
3。 90-1区で中国刑系・定窯系の I類白磁椀が出上している。

4.90-2区土器群は大量の土器が出上しており、庶民の日常の所有・使用する土器量をは

るかに越えたものである。こうした土器を大量に使用する場としては饗宴等を想定せざる

を得ない。

5。 出土土器中には緑釉・灰釉陶器が多く含まれている。出土量は大阪府下でも最大級であ

り、椀・杯・皿等の供膳器種に占める割合も一般集落跡よりもかなり高く平安京跡の数値

に近いものと考えられる。緑釉陶器には獣足 (香鱚・壷等の脚部)・ 水注といった特殊な

形態のものがあり、 I類白磁椀を含めてこうした土器は平安京や官衝遺跡・寺院跡などの

遺跡での出土例が知られており、一般集落からの出土例は極めて少ない。

6.文字関係の資料については、墨書土器が 4点出土している。判読可能なものには「○宅」

と書かれているものが 2点ある。

以上のことから建物に住んでいた人については、次のことが考えられる。

1.高級な土器類を所有していた経済的に豊かな人である。
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2.I類白磁抗 。東海系緑釉陶器等は直接入手したと考えられず、都 (平安京)の天皇家・

有力貴族とのつながりが想定される。

3.石製帯飾りを有することから官人層である。

以上のことから、建物の住民が有力地方豪族=地方官人 (郡司)と関連すると理解される。

他方、復原された建物は大型のものがあるものも官衝の中心建物するには規模が小さく、そ

の配置についても規画性を持つとは言い難い。また、調査地内からは瓦については平瓦が数

点出土したにとどまり、瓦葺き建物は存在しないと考えられる。以上の検討をまとめると、

今回調査地で見つかった建物群は地方豪族の居宅もしくは地方官衝 (茨田郡衝)に関連・付

随する建物のいずれかとなろう。前者となる可能性が高いと思われるが、ここではその結論

を出さず、今後の調査・研究に委ねたい。

3。 ま とめ

今回の調査では、多数の建物跡をはじめとする遺構と大量の上器をはじめとする豊富な出

土遺物を得ることができた。建物の性格については前頂で検討を加えたとおりであり、出土

土器についても当該期の極めて良好な資料となることが判明した。今回は詳細な検討を加え

なかったが、当遺跡の出土土器はかなり様々な地域の上器によって構成されており、土器の

生産・流通を考える上でも重要な資料である。

高柳遺跡の北方には、第 2章で述べたとおり高柳廃寺がある。この高柳廃寺については『聖

徳太子伝私記』あるいは『聖徳太子伝暦』に記される茨田寺に比定する藤沢一夫氏の説があ

る感略)。 藤沢氏は遺跡の所在する高柳一帯を茨田郡茨田郷に比定し、郡衡の所在を推測して

いる。今回の調査では少なくとも平安時代 (9世紀後半)以降、高柳の地が茨田郡の中心と

して機能していたと推測可能な資料を得ることができた。藤沢氏の高柳=茨田郷説を裏付け

る有力な資料となろう。

今回の調査では奈良時代以前の遺構については検出できなかった。遺物については古墳時

代後期のものが数点出土しており、付近に集落の存在が推定される。平安時代については、

茨田郡の中心として機能していたと推測され、この時期の茨田郡衡も周辺に所在する可能性

が高い。今後は、茨田郡衝・高柳廃寺を含めた高柳遺跡の解明が大きな課題となろう。

また、高柳遺跡の南東にはほぼ同時期の集落跡と考えられる神田東後遺跡があり、両遺跡

は古川をはさんで対面していたと考えられる。神田東後遺跡も緑釉・灰釉陶器を含む多量の

土器が出土しており、高柳遺跡と同遺跡の関係の解粥も重要な課題である。

さらに、淀川左岸の低湿地の開発の時期・契機についても明らかにすべき課題である。高

柳遺跡では、平安時代 (9世紀後半)以降の建物群廃絶及び自然河川埋没後もH～ 12世紀の

井戸・土坑・溝等の遺構が検出されており、中世以降も耕作地として利用されている。周辺
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の状況が明らかになっていないが、高柳遺跡で平安時代の建物群が出現する 9世紀後半がひ

とつの画期 となる可能性がある。文献史料にはこの地域に 9世紀代に築堤工事が実施された

ことを示す記述が見られ廼の、平安京の遷都にともなって淀川の治水等の整備が行われたこ

とを想起させる。今後、さらに周辺での発掘調査例の報告を待って検討を加えたい。

高柳遺跡は現地表面下 lm程度の深さに埋まっており、過去に削平等による破壊は受けて

おらず、遺跡の保存状況は極めて良好であることが判明した。今後、周辺の調査の進展によ

り今回の調査で積み残 した様々な問題を明らかにな り遺跡の性格が解明されることを期待 し

たい。
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